劉克莊『後村詩話』の一則に見る慈受和尚「擬寒山詩」について by 鈴木, 敏雄
一
五
頁
劉
克
莊
『
後
村
詩
話
』
の
一
則
に
見
る
慈
受
和
尚
「
擬
寒
山
詩
」
に
つ
い
て鈴
木
敏
雄
一
南
宋
の
劉
克
莊
（
一
一
八
七
- 一
二
六
九
）『
後
村
詩
話
』
続
集
巻
二
（
通
巻
巻
六
）
に
、
次
の
よ
う
な
一
則
が
見
ら
れ
る
。
半
山
擬
寒
山
云
「
我
曾
爲
牛
馬
、
見
草
豆
歡
喜
。
又
曾
爲
女
人
、
歡
喜
見
男
子
。
我
若
真
是
我
、
祗
合
長
如
此
。
若
好
惡
不
定
、
應
知
爲
物
使
。
堂
堂
大
丈
夫
、
莫
認
物
爲
己
。」
後
有
慈
受
和
尚
者
、
擬
作
云
「
姦
漢
瞞
淳
漢
、
淳
漢
總
不
知
。
姦
漢
做
驢
子
、
却
被
淳
漢
騎
。（
當
時
誇
好
手
、
今
日
落
便
宜
。
圖
他
些
子
利
、
披
却
畜
生
皮
。）」
半
山
大
手
筆
、
擬
二
十
篇
殆
過
之
。
慈
受
一
僧
爾
、
所
擬
四
十
八
篇
、
亦
逼
真
可
喜
也
。
寒
山
詩
麁
言
細
語
、
皆
精
詣
透
徹
、
所
謂
「
一
死
生
、
齊
彭
殤
」
者
、
亦
有
絶
工
緻
者
、
如
「
地
中
嬋
娟
女
、
玉
佩
響
珊
珊
。
鸚
鵡
花
間
弄
、
琵
琶
月
下
彈
。
長
歌
三
日
繞
、
短
舞
萬
人
看
。
未
必
長
如
此
、
芙
蓉
不
耐
寒
。」
殆
不
減
齊
梁
人
語
。
此
篇
亦
見
山
谷
集
、
豈
谷
喜
而
筆
之
、
後
人
誤
以
入
集
歟
。
北
宋
の
慈
受
懷
深
和
尚
（
俗
姓
夏
氏
一
〇
七
七
- 一
一
三
二
）
の
「
擬
寒
山
詩
」
に
言
及
し
た
歴
代
希
覯
の
一
則
で
あ
る
こ
の
論
評
は
、
半
山
（
王
安
石
）
は
寒
山
に
擬
し
て
云
ふ
、「
我
曽
て
牛
馬
と
為
り
、
草
豆
を
見
て
歓
喜
す
。
又
た
曽
て
女
人
と
為
り
、
歓
喜
し
て
男
子
を
見
る
。
我
若
し
真
に
是
れ
我
な
ら
ば
、
祗
だ
合
に
長
く
此
の
ご
と
く
な
る
べ
し
。
若
し
好
悪
定
ま
ら
ず
ん
ば
、
応
に
物
の
た
め
に
使
は
る
る
を
知
る
べ
し
。
堂
々
た
る
大
丈
夫
、
物
を
認
め
て
己
と
為
す
莫
か
れ
」
と
。
後
に
慈
受
和
尚
な
る
者
有
り
、
擬
作
し
て
云
ふ
「
姦
漢
は
淳
漢
を
瞞
し
、
淳
漢
は
総
て
知
ら
ず
。
姦
漢
は
驢
子
と
做
り
、
却
つ
て
淳
漢
に
騎
ら
る
。
（
当
時
は
好
手
な
る
を
誇
る
も
、今
日
は
便
宜
に
落
つ
。他
の
些
子
の
利
を
図
れ
ば
、
畜
生
の
皮
を
披
却
す
）」
と
（
註
１
）。
半
山
は
大
手
の
筆
に
し
て
、
擬
す
る
こ
と
二
十
篇
、
殆
ど
之
れ
に
過
ぐ
。
慈
受
は
一
僧
な
る
の
み
な
る
も
、
擬
す
る
所
の
四
十
八
篇
（
一
百
四
十
八
篇
？
）
は
（
註
２
）、
亦
た
真
に
逼
り
て
喜
ぶ
べ
き
な
り
。
寒
山
詩
は
麁
言
細
語
、
皆
に
精
詣
透
徹
し
、
い
は
ゆ
る
「
死
生
を
一
と
し
、
彭
殤
と
も
を
斉
し
く
す
る
」
者
は
、
亦
た
絶
え
て
工
緻
な
る
者
有
り
、「
地
中
の
嬋
娟
な
る
女
、
玉
佩
響
く
こ
と
珊
々
た
り
。
鸚
鵡
を
花
間
に
弄
び
、
琵
琶
を
月
下
に
弾
く
。
長
歌
は
三
日
繞
り
、
短
舞
は
万
人
看
る
。
未
だ
必
ず
し
も
長
き
こ
と
此
の
ご
と
く
な
ら
ず
、
芙
蓉
は
寒
に
耐
え
ず
」
の
ご
と
き
、
殆
ど
斉
梁
人
の
語
に
減
ら
ず
。
此
の
篇
は
亦
た
ゆ
づ
山
谷
集
に
も
見
ゆ
、
豈
に
谷
喜
び
て
之
れ
を
筆
し
、
後
人
誤
つ
て
以
て
集
に
入
る
る
か
。
（
註
３
）
と
言
い
、
慈
受
和
尚
ら
の
「
擬
寒
山
詩
」
に
関
し
て
幾
つ
か
の
興
味
深
い
指
摘
を
行
っ
て
い
る
。
本
稿
で
は
こ
の
一
則
中
か
ら
、
劉
克
莊
が
慈
受
の
擬
作
を
「
一
僧
な
る
の
み
」
と
評
し
て
い
る
点
に
着
目
し
て
み
た
い
。そ
れ
は
、後
述
す
る
よ
う
に
、慈
受
の
全「
擬
寒
山
詩
」
一
百
四
十
八
首
お
よ
び
そ
の
中
か
ら
抄
録
さ
れ
て
一
般
に
通
行
す
る
慈
受「
擬
寒
山
拾
得
」
二
十
首
の
評
価
と
も
密
接
に
関
わ
る
こ
と
に
な
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
一
六
頁
二
劉
克
莊
は
、
前
掲
「
一
」
の
詩
話
一
則
中
に
於
い
て
、
北
宋
の
王
安
石
（
一
〇
一
九
-
一
〇
八
六
）
お
よ
び
慈
受
の
「
擬
寒
山
詩
」
を
各
一
篇
ず
つ
引
用
し
、
更
に
そ
れ
ら
を
も
含
め
て
慈
受
の
全
擬
作
一
百
四
十
八
首
を
「
真
に
逼
り
て
喜
ぶ
べ
き
な
り
」
す
な
わ
ち
嬉
し
い
ほ
ど
好
く
寒
山
に
似
て
い
る
と
評
し
て
い
る
。そ
し
て
そ
の
中
で
、王
安
石
の
は「
大
手
」、
慈
受
の
は
「
一
僧
な
る
の
み
」
と
言
う
。
今
、
そ
の
「
真
に
逼
り
て
喜
ぶ
べ
き
な
り
」
と
い
う
評
語
の
対
象
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
、
一
則
中
に
引
用
さ
れ
る
王
安
石
の
擬
作
「
我
曾
爲
牛
馬
」
詩
と
慈
受
の
擬
作
「
姦
漢
瞞
淳
漢
」
詩
に
つ
い
て
先
ず
見
る
と
、
二
篇
と
も
に
言
う
ま
で
も
な
く
寒
山
の
体
を
用
い
、
例
え
ば
、
變
化
計
無
窮
、
生
死
竟
不
止
。
三
途
鳥
雀
身
、
五
嶽
龍
魚
己
。
世
濁
作
䍲
羺
、
時
清
爲
騄
駬
。
前
廻
是
富
兒
、
今
度
成
貧
士
。（
一
一
二
）
（
変
化
は
計
窮
ま
る
無
く
、
生
死
は
竟
に
止
ま
ら
ず
。
三
途
は
鳥
雀
の
身
、
五
岳
は
龍
魚
の
己
れ
な
り
。
世
濁
れ
ば
䍲
羺
と
作
り
、
時
清
め
ば
騄
駬
と
為
る
。
前
廻
は
是
れ
富
児
、
今
度
は
貧
士
と
成
る
。）
や
、
三
界
人
蠢
蠢
、
六
道
人
茫
茫
。
貪
財
愛
婬
慾
、
心
惡
若
豺
狼
。
地
獄
如
箭
射
、
極
苦
若
爲
當
。
兀
兀
過
朝
夕
、
都
不
別
賢
良
。
好
惡
摠
不
識
、
猶
如
豬
及
羊
。
共
語
如
木
石
、嫉
妬
似
顛
狂
。不
自
見
己
過
、如
豬
在
圏
臥
。不
知
自
償
債
、却
笑
牛
牽
磨
。
（
二
三
五
）
（
三
界
は
人
蠢
蠢
、
六
道
は
人
茫
茫
た
り
。
財
を
貪
り
て
婬
慾
を
愛
し
、
心
の
悪
し
き
こ
と
豺
・
狼
の
ご
と
し
。
地
獄
は
箭
の
射
る
が
ご
と
く
、
極
苦
は
当
た
る
と
為
す
が
ご
と
し
。
兀
兀
と
し
て
朝
夕
を
過
ぐ
す
は
、
都
て
賢
か
良
か
を
別
か
た
ず
。
好
悪
摠
て
識
ら
ざ
る
こ
と
、
猶
ほ
豬
と
羊
と
の
ご
と
し
。
共
に
語
る
は
木
石
の
ご
と
く
、
嫉
妬
は
顛
狂
に
似
た
り
。
自
ら
は
己
が
過
ち
を
見
ざ
る
こ
と
、
豬
の
圏
に
在
り
て
臥
す
る
が
ご
と
し
。自
ら
債
り
を
償
ふ
を
知
ら
ず
、却
つ
て
牛
の
磨
を
牽
く
を
笑
ふ
。）
か
の
よ
う
な
寒
山
詩
を
原
唱
と
し
、
と
り
わ
け
「
六
道
輪
苦
（
生
死
流
転
・
六
道
輪
廻
）」
を
テ
ー
マ
と
し
て
摸
倣
し
て
い
る
。
先
ず
こ
れ
ら
原
唱
と
看
做
せ
る
寒
山
詩
で
あ
る
が
、「
變
化
計
無
窮
」
詩
（
一
一
二
）
の
方
は
、
人
は
濁
世
で
は
「
羺
」（
巻
毛
羊
、
胡
羊
）
と
な
り
、
清
世
で
は
「
騄
駬
」
䍲
（
駱
駝
）
と
な
っ
た
り
す
る
、
と
詠
み
、
ま
た
「
三
界
人
蠢
蠢
」
詩
（
二
三
五
）
で
は
、
三
界
六
道
に
在
る
者
が
「
好
悪
摠
て
識
ら
ず
」の
状
態
で
現
世
で
行
な
っ
た
黒
業
は
、「
自
す
べ
ら
債
り
を
償
ふ
」
こ
と
に
な
る
、
と
詠
ん
で
い
る
。
かそし
て
そ
れ
ら
を
模
倣
対
象
と
し
、現
世
と
い
う
生
涯
の
中
で
既
に
流
転
を
繰
り
返
し
、
「
牛
馬
」
と
な
っ
て
は
草
を
食
む
の
を
喜
び
と
し
、
女
人
と
な
っ
て
は
男
子
に
会
う
の
を
喜
び
と
す
る
よ
う
な
、
欲
に
翻
弄
さ
れ
、
己
れ
を
見
失
う
在
り
方
を
持
っ
た
の
が
自
分
で
あ
り
、
寒
山
の
言
う
「
自
ら
債
り
を
償
ふ
」
こ
と
を
、
す
で
に
現
世
に
お
い
て
さ
せ
ら
れ
か
た
、
そ
し
て
そ
の
こ
と
に
現
世
に
於
い
て
既
に
気
づ
か
さ
れ
た
、
と
寒
山
に
真
似
て
詠
ん
で
い
る
の
が
王
安
石
「
我
曾
爲
牛
馬
」
詩
で
あ
る
。
同
様
に
、
現
世
で
の
些
少
の
利
に
心
動
か
さ
れ
、
そ
の
悪
行
に
気
づ
か
な
い
悪
漢
は
、
そ
れ
が
こ
の
世
で
の
「
債
り
」
と
な
り
、
来
世
で
は
畜
生
道
に
堕
ち
る
と
し
、
そ
の
こ
と
か
に
気
づ
か
ず
、
地
獄
あ
る
い
は
来
世
で
寒
山
の
言
う
「
自
ら
債
り
を
償
ふ
」
こ
と
を
さ
せ
か
ら
れ
る
の
が
汝
ら
一
般
衆
生
で
あ
る
、
と
寒
山
に
真
似
て
警
告
す
る
の
が
慈
受
の
「
姦
漢
瞞
淳
漢
」
詩
で
あ
る
。
そ
こ
で
今
、
こ
れ
ら
王
・
慈
受
両
者
の
擬
作
を
、
更
に
、
原
唱
と
看
做
せ
る
前
掲
の
寒
山
詩
と
比
較
し
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
に
「
真
に
逼
り
て
喜
ぶ
べ
き
な
り
」
な
の
か
を
見
て
み
る
と
、
両
者
の
擬
作
は
、
寒
山
詩
が
仄
め
か
す
程
度
に
詠
ん
で
い
る
所
の
、
仏
教
概
念
で
あ
る
前
世
と
現
世
間
の
転
生
の
様
あ
る
い
は
現
世
と
来
世
間
の
そ
れ
を
、
原
唱
の
寒
山
一
七
頁
詩
よ
り
も
一
層
あ
か
ら
さ
ま
に
強
調
し
、
し
か
も
両
者
と
も
に
寒
山
詩
の
体
を
用
い
、
さ
ら
に
寒
山
も
好
ん
で
提
唱
す
る
そ
の
仏
教
概
念（
こ
こ
は「
六
道
輪
苦
」と
い
う
テ
ー
マ
）
を
模
倣
対
象
と
し
て
い
る
と
い
う
点
で
、
こ
と
さ
ら
に
似
せ
よ
う
と
し
て
い
る
。
劉
克
莊
は
先
ず
、
そ
の
点
を
「
真
に
逼
り
て
喜
ぶ
べ
き
な
り
」
と
指
摘
し
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
よ
う
に
捉
え
た
上
で
、
次
に
、「
大
手
」
と
「
一
僧
な
る
の
み
」
と
い
う
評
語
の
意
味
す
る
所
を
、
劉
克
莊
が
前
掲
の
一
則
中
に
引
く
王
・
慈
受
両
者
の
擬
作
を
互
い
に
比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
明
ら
か
に
し
て
み
た
い
。
王
・
慈
受
両
者
は
、そ
れ
ぞ
れ
が
出
家
者
と
し
て
知
悉
し
て
い
る
、寒
山
の
提
唱
す
る
、
人
は
現
世
に
於
い
て
は
「
䍲
羺
」「
騄
駬
」「
豺
狼
」「
豬
・
羊
」
あ
る
い
は
「
牛
」
の
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、
永
劫
無
窮
の
変
化
の
中
で
ま
た
「
鳥
雀
」
と
な
っ
た
り
「
龍
魚
」
と
な
っ
た
り
も
す
る
、
あ
る
い
は
現
世
に
於
い
て
は
「
牛
の
磨
を
牽
く
を
笑
ふ
」
者
は
来
世
で
は
「
債
り
を
償
ふ
」、
つ
ま
り
「
牛
」
と
な
り
「
磨
を
牽
く
」
こ
と
に
な
る
、
と
い
っ
た
仏
教
概
念
（「
六
道
輪
苦
」）
を
、
そ
れ
ぞ
れ
で
捕
捉
し
、
そ
れ
に
更
に
そ
れ
ぞ
れ
の
別
個
の
解
釈
を
加
わ
え
、
そ
れ
を
そ
れ
ぞ
れ
の
擬
作
中
に
露
呈
さ
せ
て
い
る
。
そ
の
点
で
は
、
両
者
に
さ
ほ
ど
差
異
は
無
い
。
し
か
し
、
王
安
石
の
「
擬
寒
山
詩
」
は
、
す
で
に
論
じ
た
よ
う
に
（
註
４
）、
政
治
上
で
の
立
場
か
ら
身
を
引
き
（
失
脚
し
）、
晩
年
を
妻
と
二
人
南
京
鍾
山
に
わ
び
住
ま
い
し
始
め
た
際
、
そ
の
在
り
よ
う
を
見
か
ね
た
娘
が
両
親
の
老
い
先
を
心
配
し
て
あ
れ
こ
れ
言
っ
て
来
た
の
に
対
し
、自
分
は
寒
山
詩
に
も
あ
る
よ
う
に「
好
惡
」定
ま
っ
た
大
丈
夫
で
あ
り
、
も
う
物
に
使
わ
れ
る
こ
と
は
無
い
故
に
心
配
に
は
及
ば
ぬ
、
と
逆
に
娘
を
諭
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
作
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
従
っ
て
右
掲
一
則
中
の
王
安
石
の
擬
作
「
我
曾
爲
牛
馬
」
詩
は
、
原
唱
に
そ
の
よ
う
な
個
人
的
事
情
に
因
る
解
釈
が
加
わ
っ
た
こ
と
に
よ
り
、「
我
曽
て
牛
馬
と
為
り
、
草
豆
を
見
て
歓
喜
す
。
又
た
曽
て
女
人
と
為
り
、
歓
喜
し
て
男
子
を
見
る
」
と
言
う
際
、
出
家
者
の
言
と
い
う
よ
り
も
、
詩
人
と
し
て
の
人
生
に
於
け
る
内
観
（
悔
悟
）
が
付
与
さ
れ
た
詠
と
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
「
大
手
」
の
作
と
受
け
止
め
ら
れ
る
に
値
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
慈
受
の
擬
作
「
姦
漢
瞞
淳
漢
」
詩
は
、
慈
受
自
身
が
帝
命
に
よ
り
都
の
講
座
で
説
法
を
依
頼
さ
れ
る
等
の
背
景
を
持
つ
禅
師
で
も
あ
り
、「
姦
漢
は
驢
子
と
做
り
、
却
つ
て
淳
漢
に
騎
ら
る
。
…
…
他
の
些
子
の
利
を
図
れ
ば
、
畜
生
の
皮
を
披
却
る
」
と
言
い
さ
さ
か
は
お
い
、
擬
作
に
於
い
て
も
常
に
衆
生
を
戒
め
、
悔
悟
に
導
く
た
め
の
詠
を
行
な
お
う
と
し
て
い
る
。
王
安
石
と
同
じ
く
寒
山
の
体
を
用
い
た
「
六
道
輪
苦
」
詠
で
は
あ
る
も
の
の
、
い
か
に
も
詩
僧
ら
し
く
、
説
法
調
が
漂
う
。
そ
こ
が
「
大
手
」
と
は
異
な
る
。
寒
山
詩
の
擬
作
と
し
て
は
、
と
も
に
同
じ
原
唱
を
模
倣
対
象
と
し
て
い
な
が
ら
、
慈
受
の
は
王
安
石
に
比
べ
、
い
わ
ゆ
る
「
詩
」
と
い
う
よ
う
り
も
「
偈
」
に
近
い
も
の
と
し
て
映
る
。
そ
こ
を
劉
克
莊
は
「
一
僧
な
る
の
み
」
と
評
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
た
だ
し
そ
れ
は
、
王
安
石
の
擬
作
と
の
間
に
劉
克
莊
が
優
劣
を
設
け
よ
う
と
し
た
の
で
は
な
く
、
両
者
と
も
に
「
真
に
逼
り
て
喜
ぶ
べ
き
な
り
」
の
評
と
も
連
動
す
る
、
む
し
ろ
そ
れ
ぞ
れ
の
個
別
性
を
顕
彰
し
よ
う
と
し
た
評
価
を
行
な
っ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
原
唱
に
対
し
て
或
る
程
度
の
解
釈
を
含
む
、
場
合
に
よ
っ
て
は
擬
作
の
定
義
に
反
し
か
ね
な
い
、
擬
作
者
の
個
性
が
露
呈
し
て
自
ら
を
主
張
し
か
ね
な
い
擬
作
を
容
認
す
る
批
評
基
準
に
、
劉
克
莊
が
立
っ
て
い
た
ら
し
い
こ
と
に
由
来
す
る
の
で
あ
れ
ば
（
註
５
）、
む
し
ろ
擬
作
者
の
個
別
性
の
反
映
こ
そ
が
擬
作
詩
を
特
徴
づ
け
る
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
意
識
を
、
そ
こ
に
垣
間
見
せ
る
こ
と
に
な
る
。
勿
論
、
個
別
性
と
は
言
っ
て
も
、
こ
と
は
（
ジ
ャ
ン
ル
は
）
擬
作
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
は
と
も
に
擬
作
者
が
持
ち
合
わ
せ
て
い
る
個
性
そ
の
も
の
と
い
う
よ
り
も
、
そ
の
個
性
の
影
響
で
、
原
唱
に
内
在
し
て
い
る
諸
々
の
可
能
性
が
そ
れ
ぞ
れ
解
釈
に
よ
っ
て
抽
出
さ
れ
た
結
果
と
見
る
方
が
好
い
。
そ
こ
か
ら
は
、
同
じ
模
倣
対
象
で
あ
っ
て
も
、
原
唱
と
向
き
合
う
擬
作
者
の
解
釈
の
違
い
で
、
些
か
異
な
っ
た
擬
作
が
出
来
上
が
る
と
い
う
現
象
が
起
こ
る
。
右
掲
の
一
則
中
に
引
用
さ
れ
る
王
・
慈
受
そ
れ
ぞ
れ
の
擬
作
は
、
そ
の
証
左
と
な
っ
て
い
る
と
も
言
え
る
。
三
で
は
、劉
克
莊
の
右
掲
の
詩
話
一
則
中
の
慈
受
和
尚
に
対
す
る
評
語「
一
僧
な
る
の
み
」
が
、
慈
受
「
擬
寒
山
詩
」
が
テ
ー
マ
の
一
つ
と
す
る
「
六
道
輪
苦
」
詠
を
例
に
取
っ
て
、
慈
受
の
個
別
性
で
も
あ
る
説
法
調
を
指
摘
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
こ
と
は
、
右
掲
の
一
則
一
八
頁
中
に
更
に
続
け
て
言
う
慈
受
の
全
「
擬
寒
山
詩
」
一
百
四
十
八
首
に
対
す
る
評
価
、「
擬
す
る
所
の
四
十
八
篇
は
、
亦
た
真
に
逼
り
て
喜
ぶ
べ
き
な
り
」（「
四
十
八
」
は
、
慈
受
の
自
序
に
言
う
「
一
百
四
十
八
」
の
誤
り
と
見
た
い
）
と
、
ど
の
よ
う
に
関
連
づ
け
ら
れ
る
の
か
（
擬
作
一
篇
に
対
す
る
評
価
は
、
擬
作
全
体
に
も
適
用
で
き
る
の
か
）。
慈
受
は
、
自
ら
の
全
「
擬
寒
山
詩
」
一
百
四
十
八
首
「
序
」
で
、
慈
受
深
和
尚
擬
寒
山
詩
序
慈
受
叟
懷
深
述
寒
山
拾
得
、
迺
文
殊
普
賢
也
。
有
詩
三
百
餘
首
、
流
布
世
間
、
莫
不
丁
寧
、
苦
口
警
悟
、世
人
種
種
過
失
、至
於
幼
女
艾
婦
之
姿
態
、惡
少
偸
兒
之
性
情
、斗
秤
欺
瞞
、
是
非
品
藻
、
靡
不
言
之
。
其
間
稠
疊
言
之
者
、
誡
殺
生
也
。
詩
言
「
寄
語
食
肉
輩
、
食
時
無
逗
留
。
今
生
過
去
種
、
未
來
今
日
修
。
祗
取
今
日
美
、
不
慮
來
生
憂
。
老
鼠
入
飯
瓮
、
雖
飽
難
出
頭
。」
又
云
「
人
喫
死
豬
肉
、
豬
喫
死
人
腸
。
豬
不
道
人
臭
、
人
反
道
豬
香
。
豬
死
抛
水
裏
、
人
死
掘
地
藏
。
彼
此
莫
相
食
、
蓮
花
生
沸
湯
。」
嗚
呼
、
聖
人
出
現
、
混
迹
塵
中
、
身
爲
貧
士
、
歌
笑
淸
狂
、
小
偈
長
詩
、
書
石
題
壁
、
欲
其
易
曉
、
而
深
誡
也
。
經
云
「
若
不
去
殺
、
斷
一
切
慈
悲
種
。」
慈
悲
者
、
仁
也
。
余
因
老
病
、
結
茅
洞
庭
、
終
日
無
事
、
或
水
邊
林
下
、
坐
石
攀
條
、
歌
寒
山
詩
、
哦
拾
得
偈
、
適
與
意
會
、
遂
擬
其
體
、
成
一
百
四
十
八
首
。
雖
言
語
拙
悪
、
乏
於
文
彩
、
庶
廣
先
聖
慈
悲
之
意
。
建
炎
四
年
二
月
望
日
序
（
寒
山
拾
得
は
、
迺
ち
文
殊
普
賢
な
り
。
詩
三
百
餘
首
有
り
、
世
間
に
流
布
し
、
丁
寧
な
ら
ざ
る
莫
く
、
口
を
苦
く
し
て
警
悟
し
、
世
人
の
種
々
の
過
失
は
、
幼
女
艾
婦
の
姿
態
、
悪
少
偸
児
の
性
情
に
至
る
ま
で
、
欺
瞞
を
斗
秤
し
、
品
藻
を
是
非
し
て
、
之
れ
を
言
は
ざ
る
靡
し
。
其
の
間
稠
畳
と
し
て
之
れ
を
言
ふ
者
は
、
殺
生
を
誡
む
る
な
り
。
詩
に
言
ふ
「
寄
語
食
肉
輩
、
食
時
無
逗
留
。
今
生
過
去
種
、
未
來
今
日
修
。
祗
取
今
日
美
、
不
慮
來
生
憂
。
老
鼠
入
飯
瓮
、
雖
飽
難
出
頭
」
と
。
又
た
云
ふ
「
人
喫
死
豬
肉
、
豬
喫
死
人
腸
。
豬
不
道
人
臭
、
人
反
道
豬
香
。
豬
死
抛
水
裏
、
人
死
掘
地
藏
。
彼
此
莫
相
食
、
蓮
花
生
沸
湯
」
と
。
あ
ゝ
、
聖
人
出
現
し
て
、
迹
を
塵
中
に
混
ぢ
へ
、
身
は
貧
士
と
為
つ
て
、
歌
笑
し
清
狂
し
、
小
偈
長
詩
は
、
石
に
書
し
壁
に
題
し
、
其
の
暁
ら
か
に
し
易
く
し
て
、
深
く
誡
め
ん
こ
と
を
欲
す
る
な
り
。
経
に
云
ふ
「
若
し
殺
す
を
去
ら
ず
ん
ば
、
一
切
の
慈
悲
の
種
を
断
た
ん
」
と
。
慈
悲
と
は
、
仁
な
り
。
余
老
い
て
病
む
に
因
り
、
茅
を
洞
庭
に
結
び
、
終
日
無
事
、
或
は
水
辺
林
下
、
石
に
坐
し
条
を
攀
ぢ
、
寒
山
の
詩
を
歌
ひ
、
拾
得
の
偈
を
哦
み
、
適
た
ま
意
と
会
す
く
ち
ず
さ
れ
ば
、
遂
に
其
の
体
に
擬
し
、
一
百
四
十
八
首
を
成
す
。
言
語
拙
悪
、
文
彩
に
乏
し
と
雖
も
、
庶
は
く
は
先
聖
慈
悲
の
意
を
広
め
ん
こ
と
を
。
建
炎
四
年
二
月
望
日
序
す
）
と
言
い
、
衆
生
を
「
警
悟
」
し
、
戒
め
、
導
く
た
め
の
擬
作
を
行
な
う
こ
と
を
表
明
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
慈
受
の
擬
作
は
、
自
ら
言
う
よ
う
に
、
全
篇
に
亘
っ
て
仏
教
概
念
を
テ
ー
マ
と
し
て
僧
侶
ら
し
く
説
法
調
を
漂
わ
せ
る
べ
く
意
図
さ
れ
て
い
る
。
劉
克
莊
の
評
語
を
借
り
れ
ば
、
確
か
に
全
篇
に
亘
っ
て
「
一
僧
な
る
の
み
」
と
言
え
る
こ
と
に
な
る
。
た
だ
し
そ
の
際
、
慈
受
自
身
は
、
寒
山
詩
を
「
稠
畳
と
し
て
之
れ
を
言
ふ
は
、
殺
生
を
（
か
さ
ね
が
さ
ね
）
誡
む
る
な
り
」、
す
な
わ
ち
自
序
中
に
も
引
く
『
涅
槃
經
』
四
相
品
の
戒
め
る
「
夫
食
肉
者
斷
大
慈
種
」（
夫
れ
肉
を
食
ら
ふ
者
は
大
慈
の
種
を
断
つ
）
を
承
け
る
「
殺
生
誡
」（
食
肉
誡
）
を
主
要
テ
ー
マ
と
す
る
詠
と
見
、
自
ら
も
そ
れ
を
主
た
る
テ
ー
マ
と
し
て
真
似
て
い
る
。
必
ず
し
も
劉
克
莊
が
右
掲
の
詩
話
一
則
中
に
擬
作
と
し
て
の
出
来
映
え
を
評
価
す
る
「
六
道
輪
苦
」
詠
で
は
な
い
点
の
み
、
些
か
異
な
る
。
勿
論
、
慈
受
の
自
序
は
自
ら
の
擬
作
全
篇
に
関
し
て
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
を
も
含
ん
で
は
い
る
が
。
そ
こ
で
慈
受
の
「
殺
生
誡
」
詠
に
於
い
て
も
、
そ
の
個
性
の
反
映
と
も
取
ら
れ
か
ね
な
い
説
法
調
の
有
無
に
つ
い
て
見
て
お
く
と
、
そ
れ
も
「
六
道
輪
苦
」
詠
に
於
い
て
見
ら
れ
た
の
と
同
様
、
衆
生
を
有
効
に
悔
悟
に
導
く
べ
く
、
原
唱
に
対
す
る
解
釈
を
あ
か
ら
さ
ま
に
露
呈
さ
せ
て
詠
ん
だ
も
の
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
「
殺
生
誡
」
に
関
し
、
慈
受
は
右
掲
の
自
序
中
に
、
食
肉
を
戒
め
る
寒
山
詩
二
首
を
自
ら
の
擬
作
の
原
唱
と
し
て
挙
げ
て
い
る
。
寄
語
食
肉
漢
、
食
時
無
逗
遛
。
今
生
過
去
種
、
未
來
今
日
修
。
只
取
今
日
美
、
不
一
九
頁
畏
來
生
憂
。
老
鼠
入
飯
瓮
、
雖
飽
難
出
頭
。（
二
六
九
）
（
語
を
寄
す
食
肉
の
漢
、
食
時
逗
留
す
る
無
し
と
。
今
生
は
過
去
の
種
、
未
来
は
今
日
の
修
め
な
り
。
只
だ
今
日
の
美
を
の
み
取
り
、
来
世
の
憂
ひ
を
畏
れ
ず
。
老
鼠
飯
瓮
に
入
れ
ば
、
飽
く
と
雖
も
頭
を
出
だ
し
難
か
ら
ん
。）
豬
喫
死
人
肉
、
人
喫
死
豬
腸
。
豬
不
嫌
人
臭
、
人
返
道
豬
香
。
豬
死
抛
水
内
、
人
死
掘
土
藏
。
彼
此
莫
相
噉
、
蓮
花
生
沸
湯
。（
〇
七
〇
）
（
豬
は
死
人
の
肉
を
喫
し
、
人
は
死
豬
の
腸
を
喫
す
。
豬
は
人
の
臭
き
を
嫌
は
ざ
る
に
、
人
は
返
つ
て
豬
の
香
し
き
を
道
ふ
。
豬
は
死
し
て
水
の
内
に
抛
た
る
る
も
、
な
げ
う
人
は
死
し
て
土
を
掘
つ
て
蔵
せ
ら
る
。
彼
此
れ
相
噉
ふ
莫
く
ば
、
蓮
花
沸
湯
に
生
ぜ
く
ら
ん
。）
こ
れ
ら
寒
山
詩
（
二
六
九
、
〇
七
〇
）
は
、
い
ず
れ
も
、
あ
の
世
に
こ
の
世
の
債
り
を
か
持
っ
て
行
く
こ
と
を
比
喩
を
用
い
る
な
ど
仄
め
か
す
形
で
詠
ん
で
い
る
。
そ
れ
が
、
慈
受
自
身
の
擬
作
に
な
る
と
、
例
え
ば
、
冨
人
聚
族
多
、
魚
肉
論
秤
買
。
腥
羶
衆
口
分
、
罪
業
一
身
載
。
既
失
慈
悲
心
、
恣
情
爲
殺
害
。
忽
然
死
到
來
、
去
還
畜
生
債
。（
〇
一
三
）
（
富
人
は
聚
族
多
く
、
魚
肉
は
秤
り
を
論
じ
て
買
ふ
。
腥
羶
は
衆
口
に
て
分
け
、
罪
業
は
一
身
に
載
す
。
既
に
慈
悲
の
心
を
失
ひ
、
情
を
恣
ま
ま
に
し
て
殺
害
を
為
す
。
忽
然
と
し
て
死
の
到
来
す
れ
ば
、
去
つ
て
畜
生
の
債
り
を
還
さ
ん
。）
（
註
６
）
か
忍
人
喜
啖
膾
、
砧
几
膏
血
灑
。
想
見
魚
痛
時
、
正
似
人
遭
冎
。
咀
嚼
稱
珎
奇
、
惻
隠
略
無
也
。
影
響
恐
非
遙
、
不
在
九
泉
下
。（
〇
一
九
）
（
忍
び
ん
や
人
の
喜
び
て
膾
を
啖
ら
ひ
、
砧
几
膏
血
の
灑
ぐ
を
。
魚
の
痛
む
の
時
を
そ
そ
想
ひ
見
る
に
、
正
に
人
の
冎
に
遭
ふ
に
似
た
り
。
咀
嚼
は
珎
奇
な
り
と
称
し
、
惻
隠
は
略
ぼ
無
き
な
り
。
影
響
恐
ら
く
は
遥
か
に
は
、
九
泉
の
下
に
在
ら
ず
ん
ば
非
ざ
ら
ん
。）
と
詠
む
よ
う
に
、
あ
の
世
に
こ
の
世
の
債
り
を
持
っ
て
行
く
こ
と
は
、
も
は
や
自
明
の
事
か
と
し
て
あ
か
ら
さ
ま
に
詠
ま
れ
る
。
そ
し
て
そ
の
よ
う
殊
更
の
な
あ
か
ら
さ
ま
な
詠
が
慈
受
の
擬
作
の
大
部
分
を
覆
っ
て
い
る
。
劉
克
莊
は
そ
の
点
を
も
含
め
て
「
真
に
逼
り
て
喜
ぶ
べ
き
な
り
」
と
評
す
る
。
慈
受
自
身
、「
擬
寒
山
詩
」
と
称
し
つ
つ
、
原
唱
に
自
ら
の
個
別
性
に
基
づ
く
解
釈
を
加
え
、
そ
れ
が
反
映
さ
れ
た
詠
で
あ
っ
て
も
擬
作
た
り
得
る
と
す
る
自
ら
の
基
準
を
持
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
、
ま
た
こ
こ
で
も
垣
間
見
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
「
二
」
の
「
六
道
輪
苦
」
詠
の
考
察
に
於
い
て
述
べ
た
よ
う
に
、
劉
克
莊
は
慈
受
の
擬
作
基
準
を
、
テ
ー
マ
と
そ
の
詠
じ
方
は
「
一
僧
」
の
も
の
で
し
か
な
い
と
し
つ
つ
、
そ
れ
で
も
原
唱
に
よ
く
似
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
と
言
う
。
原
唱
に
内
在
す
る
諸
要
素
に
対
す
る
解
釈
を
擬
作
中
に
抽
出
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
幾
分
説
法
調
が
漂
っ
て
原
唱
か
ら
離
れ
た
か
に
見
え
て
も
、
そ
の
よ
う
な
、
言
わ
ば
こ
と
さ
ら
に
解
釈
さ
れ
た
も
の
こ
そ
擬
作
と
し
て
認
め
ら
れ
る
と
す
る
の
が
、
慈
受
の
擬
作
手
法
お
よ
び
劉
克
莊
の
批
評
基
準
と
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
慈
受
の
擬
作
の
大
部
分
に
於
い
て
言
え
る
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
全
「
一
百
四
十
八
首
」
を
収
め
る
慈
受
「
擬
寒
山
詩
」
の
「
序
」
は
、
も
と
よ
り
そ
の
意
図
を
も
っ
て
書
か
れ
て
い
よ
う
。
後
世
、慈
受
の
そ
の
よ
う
な
営
為
を
さ
ら
に
真
似
て
、自
ら
は
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば「
山
居
」
詠
を
主
要
テ
ー
マ
と
し
て
「
擬
寒
山
詩
」
を
物
し
て
い
る
明
の
張
守
約
（
梅
村
）
も
（
註
７
）、
寒
山
お
よ
び
慈
受
ら
の
擬
作
の
特
徴
を
捕
捉
し
て
自
ら
の
擬
作
に
取
り
入
れ
、
そ
の
際
、
そ
の
自
序
の
中
で
「
殺
す
を
戒
め
て
生
を
放
ち
、
長
く
慈
心
を
養
ふ
」
こ
と
を
テ
ー
マ
と
し
て
衆
に
説
く
こ
と
を
提
唱
し
て
い
る
。
擬
寒
山
詩
自
叙
梅
村
居
士
張
守
約
撰
五
臺
居
士
陸
光
祖
訂
正
寒
山
子
詩
以
及
慈
受
諸
公
擬
寒
山
詩
、
皆
所
以
歌
詠
性
靈
、
闡
揚
道
妙
、
欲
使
衆
生
去
妄
帰
眞
、
舎
凡
入
聖
、
厥
旨
微
矣
。
但
多
提
唱
宗
乘
、
罕
看
及
乎
淨
土
、
故
約
以
爲
釋
迦
文
佛
入
滅
之
後
、
正
法
五
百
年
、
持
戒
堅
固
、
像
法
千
季
、
禪
定
堅
固
、
末
法
萬
年
、
念
佛
堅
固
、
而
今
故
末
法
時
也
。
二
〇
頁
予
山
居
多
暇
、
間
爲
擬
寒
山
詩
、
要
在
勸
人
念
佛
、
往
生
樂
國
、
横
出
三
界
、
永
斷
輪
廻
、
次
則
啓
人
戒
殺
放
生
、
長
養
慈
心
、
以
爲
生
方
津
筏
。
至
若
山
居
賦
事
咏
物
等
作
、
敢
以
發
寒
山
慈
受
諸
公
之
逸
響
、
少
裨
寒
山
慈
受
諸
公
之
法
施
、
殆
所
謂
覆
坏
土
於
泰
山
、
添
勺
水
於
滄
海
、
不
自
諒
哉
。
冀
覽
者
或
另
着
眼
、
則
狗
尾
蛇
足
之
誚
、
庶
幾
其
少
寛
耳
。
（
寒
山
子
の
詩
の
以
て
慈
受
ら
諸
公
の
擬
寒
山
詩
に
及
ぶ
や
、皆
に
性
霊
を
歌
詠
し
、
と
も
道
妙
を
闡
揚
し
、
衆
生
を
し
て
妄
を
去
つ
て
真
に
帰
し
、
凡
を
舎
て
て
聖
に
入
ら
し
め
ん
と
欲
す
る
所
以
に
し
て
、
厥
の
旨
は
微
な
り
。
但
だ
多
く
は
宗
乗
を
提
唱
す
る
の
み
に
し
て
、
罕
れ
に
浄
土
に
及
ぶ
を
看
る
、
故
に
約
以
為
へ
ら
く
釋
迦
文
仏
の
入
滅
の
後
、正
法
五
百
年
は
、持
戒
堅
固
に
し
て
、像
法
千
季
は
、禅
定
堅
固
に
し
て
、
末
法
万
年
は
、
念
仏
堅
固
に
し
て
、
而
し
て
今
は
故
よ
り
末
法
の
時
な
り
と
。
予
山
居
し
て
暇
多
け
れ
ば
、
間
ま
寒
山
詩
に
擬
す
る
を
為
す
、
要
は
人
に
念
仏
を
勧
め
、
楽
国
に
往
生
し
、
横
ま
ま
に
三
界
を
出
で
、
永
く
輪
廻
を
断
ち
、
次
に
は
則
ち
人
に
殺
す
を
戒
め
て
生
を
放
ち
、
長
く
慈
心
を
養
ふ
を
啓
き
、
以
て
生
方
の
津
筏
と
為
す
に
在
り
。
山
居
し
て
事
を
賦
し
物
を
咏
む
等
の
作
の
ご
と
き
に
至
つ
て
は
、
敢
て
以
て
寒
山
慈
受
ら
諸
公
の
逸
響
を
発
し
、
少
ら
く
寒
山
慈
受
ら
諸
公
の
法
施
を
裨
ふ
も
、
殆
ど
所
謂
る
坏
土
を
泰
山
に
覆
ひ
、
勺
水
を
滄
海
に
添
ふ
れ
ば
、
自
ら
お
ぎ
な
を
諒
ら
か
に
せ
ざ
ら
ん
や
。
冀
は
く
は
覽
る
者
或
は
另
に
眼
を
着
け
ん
こ
と
を
、
則
あ
き
ほ
か
ち
狗
尾
蛇
足
の
誚
り
、
庶
幾
は
く
は
其
れ
少
ら
く
寛
か
ら
ん
の
み
。）
こ
こ
で
張
守
約
は
、
寒
山
は
仏
法
三
時
の
う
ち
の
「
禅
定
堅
固
」
の
像
法
の
時
に
在
っ
た
者
で
あ
る
か
ら
、「
但
だ
多
く
は
宗
乗
を
提
唱
す
る
の
み
に
し
て
、
罕
れ
に
浄
土
に
及
ぶ
を
看
る
」、
す
な
わ
ち
禅
法
を
説
く
こ
と
が
多
く
、
極
楽
浄
土
に
言
及
す
る
こ
と
は
少
な
い
と
言
う
。
故
に
そ
の
後
の
末
法
の
時
に
在
る
自
ら
は
、「
念
仏
堅
固
」
の
時
に
在
る
者
で
あ
る
か
ら
、
人
に
念
仏
や
極
楽
往
生
を
第
一
義
と
し
て
説
き
、
次
に
は
「
殺
生
誡
」
を
も
勧
め
る
と
言
う
（
因
み
に
慈
受
在
世
の
時
は
、
像
法
が
終
わ
り
、
末
法
に
入
り
始
め
て
い
る
頃
で
あ
る
）。
や
は
り
慈
受
の
「
殺
生
誡
」
を
承
け
る
こ
と
に
な
る
。
擬
作
の
継
承
自
体
が
三
時
と
い
う
仏
教
概
念
に
基
づ
い
た
説
法
を
行
う
た
め
の
道
具
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
が
、
後
世
の
追
随
者
が
自
ら
の
「
擬
寒
山
詩
」
集
に
こ
の
よ
う
な
序
文
を
書
く
の
も
、
寒
山
詩
に
内
在
し
て
い
る
要
素
は
も
と
よ
り
、
早
期
の
「
擬
寒
山
詩
」
制
作
者
慈
受
が
原
唱
の
寒
山
詩
に
内
在
す
る
そ
の
可
能
性
を
解
釈
に
よ
っ
て
抽
出
し
、
露
呈
さ
せ
、
自
ら
の
擬
作
に
反
映
さ
せ
て
見
せ
た
結
果
を
承
け
て
の
こ
と
で
は
な
い
か
。
寒
山
詩
の
テ
ー
マ
を
真
似
た
、「
一
僧
な
る
の
み
」
と
評
さ
れ
た
「
六
道
輪
苦
」
詠
と
同
様
の
説
法
調
漂
う
慈
受
の
主
要
テ
ー
マ
「
殺
生
誡
」
詠
は
、「
擬
寒
山
詩
」
一
百
四
十
八
首
全
体
を
覆
う
特
徴
で
も
あ
る
と
看
做
さ
れ
、
そ
れ
が
後
世
の
詩
僧
の
間
で
は
一
つ
の
典
型
的
な
「
擬
寒
山
詩
」
と
い
う
形
で
代
々
承
け
継
が
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
こ
に
、
慈
受
の
擬
作
の
一
つ
の
テ
ー
マ
「
六
道
輪
苦
」
詠
に
対
す
る
「
一
僧
な
る
の
み
」
と
い
う
評
価
は
、
勿
論
「
殺
生
誡
」
詠
を
も
含
め
、
慈
受
「
擬
寒
山
詩
」
全
篇
に
も
適
用
で
き
る
も
の
と
し
て
劉
克
莊
に
よ
っ
て
関
連
づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
見
え
て
く
る
。
四
以
上
の
よ
う
な
、
い
わ
ば
原
唱
に
対
す
る
解
釈
の
露
呈
す
る
、
衆
生
を
極
楽
往
生
さ
せ
る
た
め
の
説
法
調
を
漂
わ
す
個
別
的
な
特
徴
を
劉
克
莊
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
、
ま
た
も
と
よ
り
自
ら
は
そ
れ
を
意
図
し
て
物
し
て
い
る
慈
受
「
擬
寒
山
詩
」
全
一
百
四
十
八
首
は
、
そ
の
侍
者
普
紹
ら
の
編
に
よ
る
「
慈
受
廣
録
」
（
註
８
）及
び
そ
れ
を
襲
う
後
世
の
「
四
庫
全
書
」
等
に
、
そ
の
う
ち
の
「
二
十
首
」
だ
け
が
抄
録
さ
れ
、
後
世
一
般
に
は
、「
擬
寒
山
拾
得
」
二
十
首
と
い
う
形
で
広
く
通
行
し
て
行
く
（
註
９
）。
し
か
し
、
そ
の
い
わ
ば
代
表
作
「
二
十
首
」
は
、
慈
受
が
全
「
一
百
四
十
八
首
」
自
序
中
に
「
先
聖
（
寒
山
）
慈
悲
の
意
を
広
め
ん
」
と
願
い
、
最
も
力
を
入
れ
て
殆
ど
そ
れ
一
辺
倒
で
物
し
た
、
ま
た
詩
僧
の
間
で
は
更
な
る
擬
作
を
呼
ぶ
こ
と
に
も
な
る
、「
三
」
で
述
べ
た
テ
ー
マ
「
殺
生
誡
」（
戒
殺
放
生
・
食
肉
禁
断
）
詠
を
、
実
は
一
首
も
採
録
し
て
い
な
い
（
併
せ
て
「
六
道
輪
苦
」
詠
も
採
っ
て
い
な
い
）。
そ
れ
は
な
ぜ
か
。
二
一
頁
劉
克
莊
は
前
掲
「
一
」
の
詩
話
一
則
の
後
半
で
、
原
唱
で
あ
る
寒
山
詩
の
主
た
る
特
徴
を
「
死
生
を
一
と
し
、
彭
殤
を
斉
し
く
す
」
と
い
う
テ
ー
マ
を
持
つ
点
に
在
る
と
す
る
。
そ
の
「
死
生
を
一
と
す
」
は
、『
莊
子
』
の
「
天
下
莫
大
於
秋
毫
之
末
、
而
太
山
爲
小
。
莫
壽
乎
殤
子
、
而
彭
祖
爲
夭
。
天
地
與
我
並
生
、
而
萬
物
與
我
爲
一
。」（
天
下
は
秋
毫
の
末
よ
り
大
な
る
は
莫
く
、而
し
て
太
山
は
小
な
り
と
為
す
。殤
子
よ
り
寿
な
る
は
莫
く
、
而
し
て
彭
祖
は
夭
な
り
と
為
す
。
天
地
と
我
と
並
ん
で
生
じ
、
而
し
て
万
物
と
我
と
一
と
為
す
。）
（
註
）を
踏
ま
え
る
、
王
羲
之
の
「
蘭
亭
集
」
序
「
一
死
生
爲
虚
誕
、
齊
彭
殤
10
爲
妄
作
」（
死
生
を
一
と
す
る
は
虚
誕
と
為
し
、
彭
殤
を
斉
し
と
す
る
は
妄
作
と
為
す
）
に
基
づ
く
語
で
、
王
羲
之
が
風
流
の
観
点
か
ら
「
短
命
」
を
人
生
を
楽
し
め
な
い
も
の
と
し
て
否
定
す
る
と
こ
ろ
を
、
寒
山
は
逆
に
そ
の
「
一
死
生
」
こ
そ
真
な
り
と
し
て
肯
定
し
、
王
羲
之
流
の
風
流
詠
は
採
ら
な
い
、
と
劉
克
莊
は
見
る
。
そ
し
て
そ
の
好
例
と
し
て
劉
克
莊
は
寒
山
詩
の
、
城
中
娥
眉
女
、
珠
珮
珂
珊
珊
。
鸚
鵡
花
前
弄
、
琵
琶
月
下
彈
。
長
歌
三
月
響
、
短
舞
萬
人
看
。
未
必
長
如
此
、
芙
蓉
不
耐
寒
。（
〇
一
四
）
（
註
）11
（
城
中
娥
眉
の
女
、
珠
珮
珂
と
し
て
珊
々
た
り
。
鸚
鵡
を
ば
花
前
に
弄
で
、
琵
琶
を
ば
月
下
に
弾
く
。
長
歌
は
三
月
響
き
、
短
舞
は
万
人
看
る
。
未
だ
必
ず
し
も
長
き
こ
と
此
の
ご
と
く
な
ら
ず
、
芙
蓉
は
寒
に
耐
え
ざ
ら
ん
。）
を
引
き
、
人
が
短
命
で
あ
る
こ
と
を
唱
う
こ
の
よ
う
な
詠
に
こ
そ
、「
一
死
生
」
（
註
）を12
真
と
す
る
寒
山
ら
し
い
主
要
テ
ー
マ
が
最
も
好
く
反
映
さ
れ
て
い
る
と
す
る
。
こ
こ
に
引
か
れ
る
よ
う
な
寒
山
自
身
の
提
唱
す
る
テ
ー
マ
は
、
慈
受
も
、
人
生
如
春
花
、
能
得
幾
時
好
。
朝
吹
與
暮
洗
、
朱
顔
變
枯
槁
。
花
落
有
後
生
、
人
老
不
復
少
。
萬
事
只
今
休
、
莫
更
招
煩
惱
。（
〇
五
一
、「
二
十
首
」
其
八
）
（
人
生
は
春
花
の
ご
と
く
、
能
く
幾
時
か
の
好
き
を
得
ん
や
。
朝
に
吹
く
と
暮
に
洗
ふ
と
、
朱
顔
枯
槁
に
変
は
る
。
花
の
落
つ
る
は
後
に
生
ず
る
有
る
も
、
人
の
老
ゆ
る
は
復
た
と
は
少
か
ら
ず
。
万
事
只
今
休
す
、
更
に
は
煩
悩
を
招
く
莫
か
れ
。）
わ
か
と
い
う
詠
で
擬
作
し
て
い
て
、
確
か
に
人
の
短
命
を
テ
ー
マ
と
す
る
詠
は
、
寒
山
の
一
特
徴
で
は
あ
る
。
そ
し
て
、こ
の
慈
受
の
「
一
死
生
」を
テ
ー
マ
と
す
る
短
命
詠
「
人
生
如
春
花
」詩
（
〇
五
一
、
其
八
）
が
「
二
十
首
」
中
に
は
採
録
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
で
は
、「
二
十
首
」
に
採
ら
れ
る
か
否
か
の
基
準
は
那
辺
に
在
る
の
か
。
先
ず
、
慈
受
の
こ
の
擬
作
（
〇
五
一
、
其
八
）
が
原
唱
に
似
て
い
る
か
ど
う
か
で
あ
る
が
、
右
掲
の
寒
山
詩
（
〇
一
四
）
と
比
べ
て
み
る
と
、
寒
山
が
結
句
で
「
未
必
長
如
此
、
芙
蓉
不
耐
寒
」
と
言
い
、
人
の
短
命
を
仄
め
か
す
程
度
に
収
め
る
と
こ
ろ
を
、
慈
受
は
「
人
生
如
春
花
、
能
得
幾
時
好
」
と
あ
か
ら
さ
ま
に
言
い
、
し
か
も
結
句
に
「
萬
事
只
今
休
、
莫
更
招
煩
惱
」
と
戒
め
て
い
て
、
や
は
り
解
釈
の
露
呈
す
る
説
法
調
漂
う
詠
と
な
っ
て
い
る
。
と
す
る
と
、
こ
の
擬
作
を
「
二
十
首
」
に
採
録
し
た
「
慈
受
廣
録
」
お
よ
び
「
四
庫
全
書
」等
の
編
者
は
、原
唱
に
対
す
る
解
釈
の
露
呈
す
る
擬
作
で
あ
る
こ
と
は
容
認
し
つ
つ
、
テ
ー
マ
と
し
て
「
殺
生
誡
」（
や
「
六
道
輪
苦
」）
は
採
ら
ず
、「
一
死
生
」（
短
命
）
詠
の
類
を
採
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
説
法
調
で
は
あ
っ
て
も
、
僧
侶
と
い
う
よ
り
も
、
人
一
般
の
内
観
を
よ
り
重
ん
ず
る
よ
う
な
テ
ー
マ
の
詠
を
、
寒
山
詩
の
特
徴
を
よ
り
よ
く
捉
え
た
擬
作
で
あ
る
と
看
做
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
仏
教
上
の
戒
律
色
の
よ
り
濃
い
「
殺
生
誡
」（
や
「
六
道
輪
苦
」）
を
テ
ー
マ
と
す
る
詠
は
、
確
か
に
寒
山
自
身
も
三
百
余
首
中
に
数
多
く
は
物
し
て
い
な
い
。
前
掲
の
張
守
約
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
、
寒
山
は
仏
法
三
時
の
う
ち
の
「
禅
定
堅
固
」
の
像
法
の
時
代
に
在
っ
た
者
で
あ
る
か
ら
「
禅
定
」（
内
観
）
を
説
く
こ
と
が
多
く
、「
念
仏
堅
固
」
の
末
法
の
時
代
に
在
る
者
の
よ
う
に
極
楽
浄
土
に
言
及
す
る
こ
と
は
少
な
い
、
と
言
え
る
の
で
は
な
い
か
。「
慈
受
廣
録
」
お
よ
び
「
四
庫
全
書
」
等
の
編
者
も
、
ま
さ
に
寒
山
の
詠
ん
だ
「
禅
定
」（
内
観
）
と
い
う
テ
ー
マ
に
真
似
た
慈
受
の
擬
作
の
み
を
評
価
に
値
す
る
「
擬
寒
山
詩
」
と
し
て
選
定
し
、
採
録
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
こ
に
こ
そ
後
世
、
全
「
一
百
四
十
八
首
」
以
上
に
、「
二
十
首
」
が
慈
受
「
擬
寒
山
拾
得
」
と
し
て
通
行
す
る
二
二
頁
こ
と
に
な
る
理
由
も
在
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
し
て
劉
克
莊
も
、
そ
の
よ
う
な
寒
山
詩
評
価
を
必
ず
し
も
否
定
し
て
い
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
、
右
掲
の
詩
話
一
則
中
に
は
寒
山
は
「
死
生
を
一
と
す
」
を
テ
ー
マ
と
す
る
と
言
っ
た
後
、
続
け
て
そ
の
「
地
中
嬋
娟
女
」
詩
（
〇
一
四
「
城
中
娥
眉
女
」
詩
）
を
好
例
と
し
て
引
き
、「
殆
ど
斉
梁
人
の
語
に
減
ら
ず
」
と
評
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
寒
山
の
「
一
ゆ
づ
死
生
」（「
短
命
」）
詠
は
、
南
北
朝
体
と
り
わ
け
「
玉
臺
新
詠
」
登
載
の
宮
体
詩
の
類
（
斉
梁
体
）
に
堕
し
て
は
い
な
い
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
。
泥
ん
だ
風
流
詠
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
劉
克
莊
は
、
斉
梁
体
に
つ
い
て
は
「
唐
初
王
・
楊
・
沈
・
宋
擅
名
、
然
不
脱
齊
梁
之
體
。獨
陳
拾
遺
、首
倡
高
雅
冲
淡
之
音
、一
掃
六
代
之
纎
弱
、趨
於
黄
初
・
建
安
矣
。」
（
唐
初
の
王
・
楊
・
沈
・
宋
は
名
を
擅
に
す
る
も
、然
れ
ど
も
斉
梁
の
体
を
脱
せ
ず
。
独
り
陳
拾
遺
の
み
、
高
雅
冲
淡
の
音
を
首
倡
し
、
六
代
の
纎
弱
を
一
掃
し
、
黄
初
・
建
安
に
趨
け
り
。『
後
村
詩
話
』
巻
一
）
と
言
い
、
ま
た
「『
齊
梁
無
駿
骨
。』」（
同
巻
八
）
と
言
い
、「『
漢
魏
風
骨
、
晉
宋
莫
傳
。』」（
同
巻
四
）
と
言
っ
て
い
る
。
漢
魏
の
時
代
は
風
骨
が
有
っ
た
が
、
そ
れ
は
晋
宋
に
は
伝
わ
ら
ず
、
斉
梁
に
な
る
と
纎
弱
と
な
り
、
も
は
や
駿
骨
は
無
い
と
評
し
て
い
る
。
逆
に
言
え
ば
、
右
掲
の
詩
話
一
則
中
に
言
う
「
殆
不
減
齊
梁
人
語
」
は
、「
一
死
生
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
寒
山
詩
が
、
斉
梁
体
に
近
い
体
を
取
っ
て
は
い
る
も
の
の
、
纎
弱
に
陥
っ
た
斉
梁
人
の
詩
に
は
決
し
て
遜
る
こ
と
な
く
、
風
骨
、
駿
骨
が
あ
る
、
と
の
評
価
を
劉
克
莊
は
与
え
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
「
慈
受
廣
録
」
お
よ
び
「
四
庫
全
書
」
等
の
編
者
も
、
そ
の
よ
う
な
寒
山
詩
に
こ
そ
寒
山
ら
し
さ
が
発
揮
さ
れ
て
い
る
と
見
、そ
れ
を
真
似
た
慈
受
の
擬
作「
二
十
首
」
こ
そ
「
擬
寒
山
拾
得
」
で
あ
る
と
認
め
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
劉
克
莊
の
前
掲
「
一
」
の
一
則
で
の
評
語
で
言
え
ば
、
原
唱
の
寒
山
詩
は
「
絶
え
て
工
緻
」
で
あ
り
、「
麁
言
と
細
語
と
、
と
も
に
精
詣
透
徹
す
」
と
評
し
得
る
こ
と
に
な
る
。
纎
弱
な
宮
体
詩
に
は
決
し
て
堕
さ
ず
、
駿
骨
の
あ
る
内
観
を
伴
う
も
の
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
を
模
倣
対
象
と
し
た
慈
受
の
擬
作
も
、
原
唱
に
対
す
る
解
釈
が
行
き
届
い
て
い
れ
ば
、同
様
の
体
が
出
来
上
が
っ
て
い
て
好
い
。
人
の
短
命
を
テ
ー
マ
と
し
た
慈
受
の
擬
作
（
例
え
ば
右
掲
の
「
其
八
」）
も
、
恐
ら
く
は
慈
受
自
身
、
寒
山
の
「
精
詣
透
徹
す
」
と
い
う
面
は
捉
え
よ
う
と
は
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
で
あ
る
か
ら
こ
そ
「
慈
受
廣
録
」
お
よ
び
「
四
庫
全
書
」
等
の
編
者
は
、
代
表
作
の
一
つ
と
し
て
「
一
死
生
」
詠
を
抄
録
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
劉
克
莊
は
擬
作
の
テ
ー
マ
と
し
て
は
慈
受
の
「
六
道
輪
苦
」
詠
の
よ
う
な
戒
律
色
の
濃
い
、「
一
僧
な
る
の
み
」
と
言
え
る
、
衆
生
救
済
を
テ
ー
マ
に
詠
む
も
の
を
よ
り
高
く
評
価
し
、選
ん
で
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
内
観
に
傾
く
慈
受
の
「
一
死
生
」
詠
に
は
言
及
し
な
い
。
慈
受
の
「
擬
寒
山
詩
」
は
、
全
「
一
百
四
十
八
首
」
と
、
広
く
通
行
す
る
そ
の
抄
録
「
二
十
首
」と
で
は
、寒
山
詩
の
体
に
似
せ
て
い
る
と
い
う
点
で
は
も
と
よ
り
同
じ
で
あ
る
が
、
慈
受
の
個
別
性
の
反
映
と
い
う
点
で
は
些
か
異
な
っ
た
様
相
を
呈
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
「
一
百
四
十
八
首
」
は
慈
受
の
個
性
の
全
体
像
に
傾
斜
す
る
も
の
で
あ
る
が
、「
二
十
首
」
は
編
集
過
程
を
経
て
い
る
と
い
う
当
然
の
理
由
に
も
因
り
、
以
上
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
原
唱
の
寒
山
詩
ら
し
さ
の
方
に
よ
り
傾
斜
さ
せ
た
選
定
が
な
さ
れ
て
い
る
。
慈
受
が
自
ら
の
個
性
を
傾
け
て
略
々
そ
れ
一
辺
倒
で
擬
作
の
テ
ー
マ
と
し
た
、「
一
僧
な
る
の
み
」
の
評
を
十
分
に
担
い
得
る
「
殺
生
誡
」
詠
が
「
二
十
首
」
に
採
ら
れ
て
い
な
い
の
は
、
以
上
の
よ
う
な
理
由
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
註
１
、
慈
受
の
擬
作
「
姦
漢
瞞
淳
漢
」
詩
に
つ
い
て
は
、
劉
克
莊
の
引
用
部
分
に
加
え
て
、（
）
内
に
更
に
詩
の
後
半
を
引
き
、
合
わ
せ
て
詩
一
篇
全
文
を
示
し
て
お
く
。
註
２
慈
受
「
擬
寒
山
詩
」
の
自
序
の
中
に
は
全
「
一
百
四
十
八
首
」
と
自
ら
言
う
が
、
実
際
は
一
百
四
十
九
首
を
遺
す
。
な
お
、
慈
受
「
擬
寒
山
詩
」
は
、
上
海
涵
芬
樓
蔵
高
麗
刊
本
影
印
「
寒
山
子
詩
集
附
慈
受
擬
寒
山
詩
一
卷
」（
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
蔵
本
）
所
収
。
註
３
、
因
み
に
「
此
篇
亦
見
山
谷
集
」
以
下
で
は
、「
原
唱
の
寒
山
詩
は
『
死
生
を
一
と
し
、
彭
殤
を
斉
し
く
す
る
』
も
の
で
あ
っ
て
、
黄
山
谷
（
庭
堅
、
魯
直
一
〇
四
五
- 一
一
〇
五
）
の
集
の
中
に
も
、
そ
の
絶
妙
と
も
言
え
る
一
篇
が
紛
れ
込
ん
で
い
る
が
、
そ
れ
は
も
と
よ
り
黄
山
谷
の
擬
作
で
は
な
く
、
寒
山
自
身
の
詩
で
あ
る
（
そ
れ
ほ
ど
黄
山
谷
も
寒
山
に
傾
倒
し
て
い
た
）」
と
い
う
こ
と
を
二
三
頁
も
指
摘
し
て
い
る
。
な
お
、
例
え
ば
、
自
画
像
賛
で
あ
る
山
谷
自
身
の
「
戲
題
戎
州
作
余
真
」
詩
で
は
、
山
谷
は
自
ら
を
寒
山
の
生
ま
れ
変
わ
り
で
あ
る
と
し
、「
前
身
寒
山
子
、
後
身
黄
魯
直
」（
前
身
は
寒
山
子
、
後
身
は
黄
魯
直
な
り
）
等
と
詠
ん
で
い
る
。
山
谷
の
寒
山
に
対
す
る
敬
慕
の
程
度
は
確
か
に
王
安
石
や
慈
受
和
尚
に
匹
敵
す
る
も
の
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
ま
た
、「
余
真
」
は
、「
寫
余
眞
」「
寫
予
眞
」「
寫
三
人
眞
」「
寫
平
園
老
叟
眞
」
等
の
用
例
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
写
真
、
す
な
わ
ち
こ
こ
は
自
分
の
肖
像
画
を
言
う
。「
戎
州
」
は
、「
和
晁
無
咎
詩
與
斌
老
跋
」
に
「
元
符
三
年
十
二
月
余
（
山
谷
）
嘗
發
戎
州
於
百
忙
中
」
と
あ
る
。
註
４
、
拙
稿
「
王
安
石
『
擬
寒
山
拾
得
二
十
首
』
と
『
楞
厳
経
』」（「
兵
庫
教
育
大
学
近
代
文
学
雑
志
」
第
二
十
二
号
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。
註
５
、
劉
克
莊
の
模
倣
理
論
に
つ
い
て
は
、
王
明
見
『
劉
克
莊
與
中
國
詩
學
』（
四
川
巴
蜀
書
社
、
二
〇
〇
四
年
）
第
十
章
「
創
『
新
』
論
」
に
詳
し
い
。
模
倣
の
作
と
い
え
ど
も
千
篇
一
律
で
あ
っ
て
は
な
ら
ず
、
魏
定
淸
「
和
梅
花
百
詠
」
の
よ
う
に
「
意
高
料
多
」
す
な
わ
ち
意
匠
が
高
ま
り
材
料
も
多
く
な
っ
て
い
る
唱
和
詩
で
あ
っ
て
初
め
て
雷
同
と
な
ら
ず
、「
規
矩
備
具
而
出
規
矩
之
外
」
す
な
わ
ち
真
の
刷
新
が
か
な
う
（「
創
新
而
不
逾
矩
」）、
等
の
批
評
基
準
を
劉
克
莊
が
持
っ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。
註
６
、
寒
山
詩
「
〇
七
四
」「
〇
七
六
」「
〇
九
五
」「
一
八
六
」「
二
〇
七
」
も
こ
の
テ
ー
マ
（「
殺
生
誡
」）
を
詠
み
、
慈
受
は
そ
れ
ら
を
も
原
唱
と
し
て
い
る
。
な
お
、
寒
山
詩
の
整
理
番
号
は
項
楚
『
寒
山
詩
集
』（
中
華
書
局
、
二
〇
〇
〇
年
）
に
よ
る
。
註
７
、
張
梅
村
「
擬
寒
山
詩
」
序
は
、
臺
灣
新
文
豐
版
「
嘉
興
大
藏
經
」
第
三
十
三
冊
「
張
守
約
追
擬
（
擬
寒
山
詩
）」
所
収
。
註
８
、「
慈
受
廣
録
」
の
「
二
十
首
」
は
、
藍
吉
富
「
禪
宗
全
書
」
語
録
部
六
（
四
十
一
）「
慈
受
懷
深
禪
師
廣
録
」
慈
受
深
和
尚
廣
録
卷
第
二
補
遺
（
北
京
図
書
館
出
版
社
、
二
〇
〇
四
年
）
所
収
。
註
９
、
拙
稿
「
慈
受
和
尚
『
擬
寒
山
詩
』
二
十
首
に
つ
い
て
」（
中
国
中
世
文
学
会
「
中
国
中
世
文
学
研
究
」
第
五
十
九
号
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。
註
、明
の
焦
竑『
莊
子
翼
』で
は「
今
莊
周
乃
齊
禍
福
而
一
死
生
、以
天
地
爲
一
物
、以
萬
類
爲
一
指
。」
10（
今
荘
周
乃
ち
禍
福
を
斉
し
く
し
て
死
生
を
一
と
し
、
天
地
を
以
て
一
物
と
為
し
、
万
類
を
以
て
一
指
と
為
す
。）
と
解
し
て
い
る
。
註
、
前
掲
の
一
則
の
後
半
で
寒
山
詩
の
特
徴
を
指
摘
し
、「
一
死
生
、
齊
彭
殤
」
と
言
っ
て
い
る
こ
と
11に
関
し
、
そ
の
例
と
し
て
引
用
さ
れ
る
「
地
中
嬋
娟
女
」
詩
は
、
テ
キ
ス
ト
に
異
同
が
あ
り
、
通
行
本
寒
山
詩
に
於
い
て
は
、
こ
の
「
越
中
娥
眉
女
」
詩
（
〇
一
四
）
が
そ
れ
に
当
た
る
。
註
、
こ
こ
は
劉
克
莊
の
論
に
沿
う
が
、「
一
死
生
、
齊
彭
殤
」
は
も
と
も
と
は
『
莊
子
』
齊
物
論
篇
の
12「
天
下
莫
大
於
秋
毫
之
末
、
而
太
山
爲
小
、
莫
壽
乎
殤
子
、
而
彭
祖
爲
夭
。
天
地
與
我
並
生
、
而
萬
物
與
我
爲
一
。」
に
基
づ
く
語
で
あ
る
か
ら
、
禅
の
「
生
死
常
道
」「
生
死
解
脱
」「
生
死
脱
着
」
等
の
概
念
と
は
厳
密
に
は
異
な
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
寒
山
は
、「
生
死
」
に
つ
い
て
は
「
唯
有
空
名
在
、
豈
免
生
死
輪
」「
生
死
如
旋
火
、
輪
迴
似
麻
稻
」「
千
生
萬
死
何
時
已
、
生
死
來
去
轉
迷
情
」
等
と
詠
み
、
或
い
は
「
欲
識
生
死
譬
、
且
將
氷
水
比
。
水
結
即
成
氷
、
氷
消
返
成
水
。
已
死
必
應
生
、
出
生
還
復
死
。
氷
水
不
相
傷
、
生
死
還
雙
美
。」（
一
〇
〇
）
と
詠
ん
で
、
仏
教
概
念
の
「
生
死
輪
廻
」
を
テ
ー
マ
に
採
る
こ
と
が
多
い
。
或
い
は
『
論
語
』
顔
淵
篇
の
「
子
夏
曰
、
死
生
有
命
、
富
貴
在
天
。」
を
踏
ま
え
、「
死
生
原
有
命
、
富
貴
本
在
天
。
此
是
古
人
語
、
吾
今
非
謬
傳
。
聰
明
好
短
命
、
癡
騃
却
長
年
。
鈍
物
豐
財
寳
、
惺
惺
漢
無
錢
。」（
二
二
四
）
と
も
詠
ん
で
、「
短
命
」
を
も
肯
定
的
に
テ
ー
マ
と
す
る
こ
と
も
あ
る
。
そ
れ
ら
に
擬
す
る
慈
受
の
「
生
死
」
に
も
、「
人
生
萍
託
水
、
流
轉
諸
愛
河
。
鼓
激
無
明
風
、
出
入
生
死
波
。
一
念
若
知
歇
、
諸
魔
必
倒
戈
。
急
須
登
覺
岸
、
勸
子
莫
蹉
跎
。」（
〇
三
四
、「
二
十
首
」
其
三
）
と
詠
ん
で
「
生
死
輪
廻
」
を
テ
ー
マ
に
す
る
も
の
と
、「
人
身
苟
無
業
、
生
死
何
足
疑
。
生
也
不
須
戀
、
死
亦
不
須
悲
。
一
身
眞
逆
旅
、
萬
事
皆
兒
嬉
。
請
來
緑
巖
畔
、
與
君
歌
紫
芝
。」（
〇
八
九
、「
二
十
首
」
其
十
七
、
寒
山
詩
〇
一
九
に
擬
す
る
）
と
詠
ん
で
「
一
死
生
」
を
テ
ー
マ
に
す
る
も
の
と
が
有
り
、「
二
十
首
」
は
い
ず
れ
も
採
録
し
て
い
る
。
